
４ 用語の解説 

 
（１）障害児福祉手当等関係 

 ア 障害児福祉手当 

   ２０歳未満の重度障害児を対象として支給される手当をいう。 

 イ 特別障害者手当 

   ２０歳以上の重度障害者を対象として支給される手当をいう。 

 ウ 福祉手当（経過措置分） 

    従来の福祉手当を受けていた重度障害者のうち特別障害者手当の支給要件に該当せず、 

かつ、障害基礎年金も受けられない者に経過的に支給される手当をいう。 

 

（２）特別児童扶養手当 

２０歳未満の障害児（支給対象障害児）の父若しくは母又は養育者（受給者）を対象として 

支給される手当をいう。 

 

（３）児童福祉関係 

 ア 保育所 

保育を必要とする乳児・幼児を日々保護者の下から通わせて保育を行うことを目的とする 

施設（利用定員が 20 人以上であるものに限り、幼保連携型認定こども園を除く。）をいう。 

  イ 幼保連携型認定こども園 

義務教育及びその後の教育の基礎を培うものとしての満３歳以上の子どもに対する教育 

並びに保育を必要とする子どもに対する保育を一体的に行い、これらの子どもの健やかな 

成長が図られるよう適当な環境を与えて、その心身の発達を助長するとともに、保護者に 

対する子育ての支援を行うことを目的として、就学前の子どもに関する教育、保育等の総合 

的な提供の推進に関する法律（平成 18 年法律第 77 号）の定めるところにより設置される 

施設をいう。 

 ウ 児童扶養手当 

   父母が婚姻を解消した児童（１８歳に達する日以後の最初の３月３１日までの間にある者又は 

２０歳未満の障害児）等を監護する母又は、監護しかつ生計を同じくする父又は養育者を対象 

として支給される手当をいう。 

 

（４）中国残留邦人等支援給付等関係 

被支援世帯・被支援実人員 

月中に１日（回）でも支援給付を受けた世帯・実人員及び月の初日から末日まで引き続いて 

支援給付が停止されていた世帯・実人員をいう。 


